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要  旨 
空港に対する規制政策では、シングルティル(single-till)規制とデュアルティル(dual-till)規制

が区別して議論されている。シングルティル規制とは空港の総利潤に対して規制をかける方

式であり、デュアルティル規制とは、空港の航空事業のみに規制をかける方式である。シン

グルティル規制とデュアルティル規制の区分は、空港のみならず、関連事業が重要になって

いる、鉄道や高速道路でも有用である。 

シングルティル規制とデュアルティル規制の下で達成される社会的余剰の水準を比較する

ことは非常に重要であるが、既存文献では統一的な結論を得ていない。本稿では、簡単なモ

デルを用いてこの点に焦点を当て、以下の結果を得る。シングルティル規制とデュアルティ

ル規制のどちらがより高い社会的余剰を達成するかは 2 つの条件のみによって決定される。

第一の条件は、社会的余剰を最大化した場合の解の下で、規制当局が考慮する利潤（シング

ルティル規制の下では本業と関連事業の利潤の合計、デュアルティル規制の下では本業の利

潤）が正になるか負になるかである。第二の条件は、関連事業からの利潤が正であるか負で

あるかである。社会的余剰を最大化する場合の被規制企業の総利潤が正（負）のとき、関連

事業からの利潤が正であれば、デュアルティル規制（シングルティル規制）は、より高い社

会的余剰を達成する。関連事業からの利潤が負であれば、この結果は反対になる。 
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